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各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
理科教材設備備品購入計画について
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。

　
さて、表記の理振購入計画についてですが、今回の予算配分は国庫補助含みの予算なので、「理科教育振興法」にもとづき、購入単価は小学校１万円以上、中学校２万円以上となっています。
しかし、市教委通知文の最後に「４．新学習指導要領に対応するもので、少額設備については相談してください。」との表記があったので、この意味を管理課に訊いてみました。
　管理課の回答は、

①「新学習指導要領に対応するもので、少額設備については、今回の整備計画の残予算等で可能な限り対応したい」
②「そのための予算規模がどうなるかは現時点では不明」

とのことでした。

　したがって、各学校においては、購入できるかどうかは現時点ではわからないものの、①少額備品については、とりあえず要望をまとめて、市教委に提出する。

　②小学校では「①」の要望内容を、「移行措置に係わる消耗品増額要求」にも計上する。

③中学校では「①」の要望内容を各校ランキング表（１万円以上２万円未満のもの）又は「移行措置に係わる消耗品増額要求」（１万円以下のもの）に計上する。
以上の配慮が必要と思われます。

　なお、新学習指導要領移行に係わる設備に関しては、「日本理科教育振興協会」がホームページでリストを紹介しているので、参考にされると便利だと思います。

http://www.japse.or.jp/pdf/study_revision.pdf　に、そのリストが掲載されています。
